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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

提出会社の経営指標等

　

回次
第58期
第３四半期
累計期間

第59期
第３四半期
累計期間

第58期
第３四半期
会計期間

第59期
第３四半期
会計期間

第58期

会計期間

自  平成21年
    ８月21日
至  平成22年
    ５月20日

自  平成22年
    ８月21日
至  平成23年
    ５月20日

自  平成22年
    ２月21日
至  平成22年
    ５月20日

自  平成23年
    ２月21日
至  平成23年
    ５月20日

自  平成21年
    ８月21日
至  平成22年
    ８月20日

売上高 (千円) 4,012,1704,156,0711,470,1811,463,8865,386,626

経常利益 (千円) 85,110 199,738 123,185 138,268 41,845

四半期(当期)純利益 (千円) 16,447 76,542 70,963 73,238 7,792

持分法を適用した場合の
投資利益

(千円) ― ― ― ― ―

資本金 (千円) ― ― 460,000 460,000 460,000

発行済株式総数 (株) ― ― 6,000,0006,000,0006,000,000

純資産額 (千円) ― ― 3,579,4153,601,6803,558,052

総資産額 (千円) ― ― 6,533,3356,389,6276,325,869

１株当たり純資産額 (円) ― ― 596.59 600.30 593.02

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 2.74 12.76 11.83 12.21 1.30

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ― ― ― ― ―

１株当たり配当額 (円) 4.00 4.00 ― ― 8.00

自己資本比率 (％) ― ― 54.8 56.4 56.2

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 584,858 376,165 ― ― 723,744

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △19,289 △9,388 ― ― △62,176

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △369,144△370,739 ― ― △519,688

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― ― 562,085 503,577 507,540

従業員数 (名) ― ― 381 379 380

(注)１  当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移について

　 は記載しておりません。

２  売上高には、消費税等は含まれておりません。

３  持分法を適用した場合の投資損益につきましては、関連会社がないため記載しておりません。

４  潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期会計期間において、当社が営む事業内容について重要な変更はありません。

　

　

３ 【関係会社の状況】

該当事項はありません。

　

　

４ 【従業員の状況】

提出会社の状況

　 平成23年５月20日現在

従業員数(名) 379

(注) 従業員数は、就業人員であります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

 当社は、典型的な受注生産の形態をとる企業として、従来より市場の需要構造の変化に対応すべく企画提

案型の事業活動を推進しており、データプリントが伴う製品等をはじめ売上構成も変化しております。つい

ては、今年度より、事業活動の明確な把握と的確な対応を行うため、製品の分野別内訳について、新たな４分

野に改編を行っております。

　

＜新４分野＞

製品区分 主な製品の内容

ＢＦ複合サービス コンピュータ用帳票、一般帳票、シール・ラベル、カード、ステーショナリー

企画商印サービス
広告宣伝用印刷、業務用印刷、ディスクロージャー関連印刷、マニュアル印刷マル
チメディア関連

ＩＰＤＰサービス 事務通信処理受託、帳票出力処理

ＤＭＤＰサービス ＤＭ（ダイレクトメール）、ＤＭ処理受託

　

(1) 生産実績

　　 当第３四半期会計期間における生産実績を品目別に示すと、次のとおりであります。

　

製品区分 生産高(千円) 前年同四半期比(％)

ＢＦ複合サービス 541,222 84.3

企画商印サービス 103,423 76.3

ＩＰＤＰサービス 217,697 118.0

ＤＭＤＰサービス 600,231 113.8

合計 1,462,574 98.2

(注) １　金額は、販売価格によっております。
２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　
(2) 受注実績

当第３四半期会計期間における受注実績を品目別に示すと、次のとおりであります。
　

製品区分 受注高(千円) 前年同四半期比(％)受注残高(千円) 前年同四半期比(％)

ＢＦ複合サービス 511,173 92.4 124,842 112.3

企画商印サービス 128,253 95.8 52,731 95.0

ＩＰＤＰサービス 180,658 100.9 48,449 146.4

ＤＭＤＰサービス 623,421 105.6 184,346 115.3

合計 1,443,506 99.1 410,369 114.1

(注)　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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(3) 販売実績

当第３四半期会計期間における販売実績を品目別に示すと、次のとおりであります。
　

製品区分 販売高(千円) 前年同四半期比(％)

ＢＦ複合サービス 543,438 86.7

企画商印サービス 103,962 75.6

ＩＰＤＰサービス 214,392 117.8

ＤＭＤＰサービス 602,093 114.9

合計 1,463,886 99.6

(注)　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

２ 【事業等のリスク】

当第３四半期会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価

証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 経営成績の分析

当第３四半期会計期間におけるわが国経済は、堅調な新興国経済に支えられた企業業績の改善傾向や、

一部個人消費の持ち直しが見られたものの、円高やデフレの長期化や雇用情勢の悪化懸念等により本格

的な回復には到りませんでした。更には、平成23年３月11日に発生した東日本大震災の影響により、当面

は厳しい状況で推移すると見込まれます。

　印刷業界におきましても、ＩＴ化の進展に伴う紙媒体の減少や、企業の経費削減により需要の減少傾向

のなか、広告宣伝費・販売促進費の抑制など、業界を取り巻く環境は依然として厳しい状況で推移しまし

た。

　このような状況のもと、当社はビジネスフォーム等印刷物及びＤＰ（データプリント）サービスの製品

開発やサービスの充実を図るとともに、販促告知や事務通知業務においては、顧客志向による総合的な企

画提案型の販売活動により需要の創造を推進してまいりました。また、営業活動から設計・製造にいたる

までの一貫した「標準化」による効率化に取り組んでまいりました。

　その結果、当第３四半期会計期間の売上高は14億63百万円（前年同四半期比0.4％減）、営業利益は142

百万円（前年同四半期比14.2％増）、経常利益は138百万円（前年同四半期比12.2％増）、四半期純利益

は73百万円（前年同四半期比3.2％増）となりました。

　売上高の製品分野別内訳については、「ＢＦ複合サービス」は５億43百万円、「企画商印サービス」は

１億３百万円、「ＩＰＤＰサービス」は２億14百万円、「ＤＭＤＰサービス」は６億2百万円となりまし

た。
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(2) 財政状態の分析

（流動資産）

　当第３四半期会計期間末における流動資産の残高は、前事業年度末に比べて170百万円増加の22億65百

万円となりました。この主な要因は売上高増加に伴い、受取手形及び売掛金が前事業年度末比１億33百万

円増加の12億63百万円となったこと等によるものであります。

（固定資産）

固定資産は前事業年度末に比べ１億６百万円減少の41億24百万円となりました。この主な要因は有形

固定資産が、減価償却等により前事業年度末比40百万円減少の38億78百万円となり、投資その他の資産で

は、役員退職慰労金制度廃止に伴う年金解約により役員退職積立金が前事業年度末比56百万円減少した

こと等によるものであります。

（流動負債）

当第３四半期会計期間末の流動負債は、前事業年度末に比べ１億42百万円増加し17億67百万円となり

ました。この主な要因は前事業年度末に比べ、短期借入金が50百万円、賞与引当金が65百万円それぞれ増

加したこと等によるものであります。

（固定負債）

固定負債は前事業年度末に比べ１億22百万円減少し、10億19百万円となりました。この減少の主な要因

は、長期借入金が約定返済で２億36百万円減少したこと等によるものであります。

（純資産）

当第３四半期会計期間末の純資産は、前事業年度末に比べ43百万円増加し36億１百万円となりました。

この主な要因は利益剰余金の増加及びその他有価証券評価差額金の増加等によるものであります。

　

(3) キャッシュ・フローの状況

当第３四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は、第２四半期

会計期間末に比べて83百万円増加し、５億３百万円となりました。

　当第３四半期会計期間における各キャッシュ・フローの状況及び要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によって得られた資金は前年同四半期に比べ72百万円(26.3%)減少の２億２百万円となりま

した。

 収入の主な内訳は、税引前四半期純利益１億28百万円、減価償却費１億21百万円であり、支出の主な内訳

は、売上債権の増加額73百万円、たな卸資産の増加額18百万円であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によって使用された資金は前年同四半期に比べ39百万円(148.5%)増加の66百万円となりまし

た。

　支出の主な内訳は、有形固定資産の取得による支出57百万円であります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動によって使用された資金は前年同四半期に比べ10百万円(17.1%)減少の52百万円となりまし

た。

　収入の主な内訳は、短期借入金の純増額100百万円であり、支出の主な内訳は、ファイナンス・リース債

務の返済による支出39百万円、長期借入金の返済による支出88百万円であります。
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(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期会計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた

課題はありません。

　

(5) 研究開発活動

当第３四半期会計期間の研究開発費の総額は13,848千円であります。なお、研究開発活動の状況に重要

な変更はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第３四半期会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第３四半期会計期間において、第２四半期会計期間末に計画した重要な設備の新設、除却等につい

て、重要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画は

ありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 24,000,000

計 24,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成23年５月20日)

提出日現在
発行数(株)

(平成23年７月１日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 6,000,000 6,000,000
名古屋証券取引所
（市場二部）

単元株式数は100株であります。

計 6,000,000 6,000,000― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成23年５月20日 ― 6,000,000 ― 460,000 ― 285,200

　

(6) 【大株主の状況】

大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握してお

りません
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載す

ることができませんので、直前の基準日である平成23年２月20日の株主名簿により記載をしております。

① 【発行済株式】

　 　 　 平成23年２月20日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式　　　200

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式5,999,60059,996 ―

単元未満株式 普通株式　　　200 ― ―

発行済株式総数 6,000,000― ―

総株主の議決権 ― 59,996 ―

(注)「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の株式29株が含まれております。

　

　

② 【自己株式等】

(平成23年２月20日現在)

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数(株)

他人名義所有
株式数(株)

所有株式数の
合計(株)

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

(自己保有株式)
福島印刷株式会社

石川県金沢市佐奇森町ル
６番地

200 ─ 200 0.00

計 ─ 200 ─ 200 0.00

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成22年
９月 10月 11月 12月

平成23年　
１月

　
２月

　
３月

　
４月

　
５月

最高(円) 280 274 275 285 305 306 321 287 313

最低(円) 262 240 240 261 275 289 240 261 245

(注) １　最高・最低株価は、名古屋証券取引所市場第二部におけるものであります。

２　「月別最高・最低株価」は、毎月１日より月末までのものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１  四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣

府令第63号。以下「四半期財務諸表等規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第３四半期会計期間(平成22年２月21日から平成22年５月20日まで)及び前第３四半期累計期間

(平成21年８月21日から平成22年５月20日まで)は、改正前の四半期財務諸表等規則に基づき、当第３四半期

会計期間(平成23年２月21日から平成23年５月20日まで)及び当第３四半期累計期間(平成22年８月21日か

ら平成23年５月20日まで)は、改正後の四半期財務諸表等規則に基づいて作成しております。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期会計期間(平成22年２月21日か

ら平成22年５月20日まで)及び前第３四半期累計期間(平成21年８月21日から平成22年５月20日まで)に係

る四半期財務諸表並びに当第３四半期会計期間(平成23年２月21日から平成23年５月20日まで)及び当第３

四半期累計期間(平成22年８月21日から平成23年５月20日まで)に係る四半期財務諸表について、新日本有

限責任監査法人により四半期レビューを受けております。

　

３　四半期連結財務諸表について

　当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

(単位：千円)

当第３四半期会計期間末
(平成23年５月20日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年８月20日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 590,677 620,240

受取手形及び売掛金 1,263,518 1,130,148

製品 80,305 91,085

半製品 17,849 25,361

仕掛品 104,855 66,970

原材料及び貯蔵品 97,750 76,562

繰延税金資産 75,630 42,735

その他 35,677 42,992

貸倒引当金 △884 △791

流動資産合計 2,265,380 2,095,306

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 1,601,886 1,666,912

機械及び装置（純額） 702,356 799,064

土地 965,106 965,106

その他（純額） 608,972 487,795

有形固定資産合計 ※１
 3,878,321

※１
 3,918,879

無形固定資産 97,829 97,993

投資その他の資産

投資有価証券 73,142 81,521

その他 80,376 137,843

貸倒引当金 △5,423 △5,674

投資その他の資産合計 148,095 213,690

固定資産合計 4,124,246 4,230,563

資産合計 6,389,627 6,325,869

負債の部

流動負債

買掛金 161,764 180,251

短期借入金 570,000 520,000

1年内返済予定の長期借入金 324,770 354,920

未払法人税等 117,020 58,506

未払金 45,251 86,620

賞与引当金 124,201 58,708

役員賞与引当金 7,425 9,900

その他 417,562 356,351

流動負債合計 1,767,997 1,625,258

固定負債

長期借入金 319,790 556,580
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(単位：千円)

当第３四半期会計期間末
(平成23年５月20日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年８月20日)

退職給付引当金 132,561 94,076

長期未払金 55,855 －

役員退職慰労引当金 － 54,530

その他 511,743 437,371

固定負債合計 1,019,949 1,142,558

負債合計 2,787,946 2,767,817

純資産の部

株主資本

資本金 460,000 460,000

資本剰余金 285,200 285,200

利益剰余金 2,852,915 2,824,372

自己株式 △69 △52

株主資本合計 3,598,046 3,569,519

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 3,634 △11,466

評価・換算差額等合計 3,634 △11,466

純資産合計 3,601,680 3,558,052

負債純資産合計 6,389,627 6,325,869
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(2)【四半期損益計算書】
【第３四半期累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期累計期間
(自 平成21年８月21日
　至 平成22年５月20日)

当第３四半期累計期間
(自 平成22年８月21日
　至 平成23年５月20日)

売上高 4,012,170 4,156,071

売上原価 2,979,101 3,017,804

売上総利益 1,033,068 1,138,267

販売費及び一般管理費

荷造運搬費 52,055 55,703

役員報酬 41,125 42,011

給料及び手当 429,907 419,466

法定福利費 55,066 56,554

賃借料 84,172 82,289

その他 275,570 267,090

販売費及び一般管理費合計 937,898 923,116

営業利益 95,169 215,150

営業外収益

受取利息 398 224

受取配当金 669 792

作業くず売却益 2,527 3,904

助成金収入 8,089 －

その他 5,886 3,107

営業外収益合計 17,570 8,028

営業外費用

支払利息 27,629 23,358

その他 － 83

営業外費用合計 27,629 23,441

経常利益 85,110 199,738

特別利益

固定資産売却益 － 111

保険差益 － 3,124

特別利益合計 － 3,235

特別損失

固定資産売却損 － 1,465

固定資産除却損 218 6,054

固定資産取壊費用 1,950 547

投資有価証券評価損 25,094 32,642

特別損失合計 27,262 40,708

税引前四半期純利益 57,847 162,266

法人税、住民税及び事業税 75,594 140,600

法人税等調整額 △34,194 △54,875

法人税等合計 41,399 85,724

四半期純利益 16,447 76,542
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【第３四半期会計期間】
(単位：千円)

前第３四半期会計期間
(自 平成22年２月21日
　至 平成22年５月20日)

当第３四半期会計期間
(自 平成23年２月21日
　至 平成23年５月20日)

売上高 1,470,181 1,463,886

売上原価 1,040,842 1,017,363

売上総利益 429,339 446,522

販売費及び一般管理費

荷造運搬費 20,017 18,178

役員報酬 13,708 14,145

給料及び手当 139,129 137,778

法定福利費 17,964 19,249

賃借料 27,743 27,212

その他 85,862 87,254

販売費及び一般管理費合計 304,425 303,817

営業利益 124,914 142,705

営業外収益

受取利息 100 77

受取配当金 13 13

作業くず売却益 1,189 1,601

助成金収入 4,425 －

その他 1,210 1,329

営業外収益合計 6,938 3,021

営業外費用

支払利息 8,667 7,408

その他 － 49

営業外費用合計 8,667 7,458

経常利益 123,185 138,268

特別利益

固定資産売却益 － 111

投資有価証券評価損戻入益 752 －

特別利益合計 752 111

特別損失

固定資産売却損 － 1,465

固定資産除却損 23 2,162

固定資産取壊費用 － 547

投資有価証券評価損 － 5,340

特別損失合計 23 9,514

税引前四半期純利益 123,914 128,865

法人税、住民税及び事業税 74,389 102,100

法人税等調整額 △21,438 △46,472

法人税等合計 52,950 55,627

四半期純利益 70,963 73,238

EDINET提出書類

福島印刷株式会社(E00722)

四半期報告書

15/25



(3)【四半期キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第３四半期累計期間
(自 平成21年８月21日
　至 平成22年５月20日)

当第３四半期累計期間
(自 平成22年８月21日
　至 平成23年５月20日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 57,847 162,266

減価償却費 371,803 353,071

貸倒引当金の増減額（△は減少） 448 △157

賞与引当金の増減額（△は減少） 57,767 65,493

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △100 △2,475

退職給付引当金の増減額（△は減少） 34,940 38,484

受取利息及び受取配当金 △1,067 △1,016

支払利息 27,629 23,358

固定資産売却益 － △111

保険差益 － △3,124

固定資産売却損 － 1,465

固定資産除却損 218 6,054

投資有価証券評価損益（△は益） 25,094 32,642

売上債権の増減額（△は増加） △64,336 △133,369

たな卸資産の増減額（△は増加） △46,815 △40,781

仕入債務の増減額（△は減少） 19,809 △18,486

未払消費税等の増減額（△は減少） 47,912 △25,373

未収消費税等の増減額（△は増加） 25,741 －

その他 2,913 18,642

小計 559,808 476,582

利息及び配当金の受取額 1,067 1,016

利息の支払額 △27,769 △23,493

法人税等の支払額 △3,219 △77,939

法人税等の還付額 54,972 －

営業活動によるキャッシュ・フロー 584,858 376,165

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △134,720 △127,200

定期預金の払戻による収入 170,440 162,800

有形固定資産の取得による支出 △55,697 △107,852

有形固定資産の売却による収入 － 1,428

投資有価証券の取得による支出 △3,947 －

その他 4,635 61,434

投資活動によるキャッシュ・フロー △19,289 △9,388
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(単位：千円)

前第３四半期累計期間
(自 平成21年８月21日
　至 平成22年５月20日)

当第３四半期累計期間
(自 平成22年８月21日
　至 平成23年５月20日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 30,000 50,000

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △84,779 △106,338

長期借入金の返済による支出 △266,940 △266,940

配当金の支払額 △47,394 △47,443

自己株式の取得による支出 △30 △17

財務活動によるキャッシュ・フロー △369,144 △370,739

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 196,424 △3,962

現金及び現金同等物の期首残高 365,660 507,540

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１
 562,085

※１
 503,577
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【継続企業の前提に関する事項】

　当第３四半期会計期間(自　平成23年２月21日　至　平成23年５月20日)

該当事項はありません。

　

【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　当第３四半期累計期間(自  平成22年８月21日  至  平成23年５月20日)

　「資産除去債務に関する会計基準」の適用

第１四半期会計期間より「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号　平成20年３月31

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月

31日）を適用しております。

この変更に伴う、資産、負債及び損益に与える影響はありません。

　

【表示方法の変更】

　当第３四半期累計期間(自  平成22年８月21日  至  平成23年５月20日)

　該当事項はありません。

　

当第３四半期会計期間(自  平成23年２月21日  至  平成23年５月20日)

該当事項はありません。

　

　

【簡便な会計処理】

　

　
当第３四半期累計期間

(自  平成22年８月21日  至  平成23年５月20日)

１．一般債権の貸倒見積高の

算定方法

　当第３四半期会計期間末の貸倒実績率等が前事業年度末に算定したものと著

しい変化がないと認められるため、前事業年度末の貸倒実績率等を使用して貸

倒見積高を算定しております。

２．棚卸資産の評価方法 　当第３四半期会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前事

業年度末の実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によって

おります。

　また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについ

てのみ正味売却価額を見積り、簿価切下げを行う方法によっております。

３．固定資産の減価償却費の

算定方法

　固定資産の年度中の取得、売却又は除却等の見積りを考慮した予算に基づく年

間償却予定額を期間按分する方法によっております。

　なお、定率法を採用している資産については、事業年度に係る減価償却費の額

を期間按分して算定する方法によっております。

４．経過勘定項目の算定方法 　固定費的な要素が大きく、予算と実績の差異が僅少なものについては、合理的

な算定方法による概算額で計上する方法によっております。

５．法人税等の算定方法 　法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を

重要なものに限定する方法によっております。
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【追加情報】

　
当第３四半期累計期間

(自  平成22年８月21日  至  平成23年５月20日)

（役員退職慰労引当金）

　当社は、平成22年９月30日開催の取締役会において、役員退職慰労金制度を平成22年11月18日開催の定時株主総

会終結の時をもって廃止することを決議いたしました。また、平成22年11月18日開催の定時株主総会において、本

制度廃止日までの在任期間に応じた役員退職慰労金を打切り支給することが決議されました。なお、役員退職慰労

引当金の廃止に伴う打切り支給は、制度廃止時までの在任期間に応じた退職慰労金を退任時に、支給することとし

ました。

　これにより、役員退職慰労引当金を全額取崩し、当該退職慰労金を「長期未払金」に計上しております。

　

　

【注記事項】

(四半期貸借対照表関係)

　
当第３四半期会計期間末
(平成23年５月20日)

前事業年度末
(平成22年８月20日)

※１　　有形固定資産の減価償却累計額

　　　　　　　　　　　　　　　　　　6,350,398千円

※１　　有形固定資産の減価償却累計額

　　　　　　　　　　　　　　　　　　6,164,312千円

　

　

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

　

前第３四半期累計期間
(自  平成21年８月21日
至  平成22年５月20日)

当第３四半期累計期間
(自  平成22年８月21日
至  平成23年５月20日)

※１ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

(平成22年５月20日現在)

現金及び預金 649,385千円

預入期間が３か月超の定期預金 △87,300千円

現金及び現金同等物 562,085千円

※１ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

(平成23年５月20日現在)

現金及び預金 590,677千円

預入期間が３か月超の定期預金 △87,100千円

現金及び現金同等物 503,577千円
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(株主資本等関係)

当第３四半期会計期間末(平成23年５月20日)及び

　当第３四半期累計期間(自  平成22年８月21日  至  平成23年５月20日)

　

１．発行済株式の種類及び総数

株式の種類
当第３四半期
会計期間末

普通株式(株) 6,000,000

　

　

２．自己株式の種類及び株式数

株式の種類
当第３四半期
会計期間末

普通株式(株) 229

　

　

３．配当に関する事項

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年11月18日
定時株主総会

普通株式 23,999 4 平成22年８月20日 平成22年11月19日 利益剰余金

平成23年３月30日
取締役会

普通株式 23,999 4 平成23年２月20日 平成23年５月２日 利益剰余金

　

(2) 基準日が当事業年度の開始の日から当四半期会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発生

日が当四半期会計期間の末日後となるもの。

　

　該当事項はありません。

　

　

４．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前事業年度末日と比較して著しい変動がありません。

　

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社は、印刷事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

　

(追加情報)

第１四半期会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号 平成21

年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第20

号  平成20年３月21日)を適用しております。
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(１株当たり情報)

１  １株当たり純資産額
　

当第３四半期会計期間末
(平成23年５月20日)

前事業年度末
(平成22年８月20日)

　 　

１株当たり純資産額 600.30円
　

　 　

１株当たり純資産額 593.02円
　

　

　
２  １株当たり四半期純利益金額等

第３四半期累計期間
　

前第３四半期累計期間
(自  平成21年８月21日
至  平成22年５月20日)

当第３四半期累計期間
(自  平成22年８月21日
至  平成23年５月20日)

１株当たり四半期純利益金額 2.74円
　

１株当たり四半期純利益金額 12.76円
　

(注)１　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎

　

項目
前第３四半期累計期間
(自  平成21年８月21日
至  平成22年５月20日)

当第３四半期累計期間
(自  平成22年８月21日
至  平成23年５月20日)

四半期損益計算書上の四半期純利益金額　(千円) 16,447 76,542

普通株式に係る四半期純利益金額　(千円) 16,447 76,542

普通株主に帰属しない金額　(千円) ― ―

普通株式の期中平均株式数　(株) 5,999,931 5,999,792
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第３四半期会計期間

　

前第３四半期会計期間
(自  平成22年２月21日
至  平成22年５月20日)

当第３四半期会計期間
(自  平成23年２月21日
至  平成23年５月20日)

１株当たり四半期純利益金額 11.83円
　

１株当たり四半期純利益金額 12.21円
　

(注)１　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎

　

項目
前第３四半期会計期間
(自  平成22年２月21日
至  平成22年５月20日)

当第３四半期会計期間
(自  平成23年２月21日
至  平成23年５月20日)

四半期損益計算書上の四半期純利益金額　(千円) 70,963 73,238

普通株式に係る四半期純利益金額　(千円) 70,963 73,238

普通株主に帰属しない金額　(千円) ― ―

普通株式の期中平均株式数　(株) 5,999,925 5,999,771

　
　

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

　

(リース取引関係)

所有権移転外ファイナンス・リース取引のうち、リース取引開始日が適用初年度開始前のものにつ

いては、通常の賃貸借取引に係る方法に準じて処理を行っておりますが、当四半期会計期間末における

リース取引残高は前事業年度末に比べて著しい変動が認められないため、記載しておりません。

　

　

２ 【その他】

第59期（平成22年８月21日から平成23年８月20日まで）中間配当については、平成23年３月30日開

催の取締役会において、平成23年２月20日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を

行うことを決議いたしました。

　①　配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　　　23,999千円

　②　１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　　　　  ４円

  ③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日　平成23年５月２日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成22年６月29日

福島印刷株式会社

取締役会  御中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    西    川    正    房    印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    池    田    裕    之    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている福島

印刷株式会社の平成21年８月21日から平成22年８月20日までの第58期事業年度の第３四半期会計期間(平成

22年２月21日から平成22年５月20日まで)及び第３四半期累計期間(平成21年８月21日から平成22年５月20日

まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー

計算書について四半期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任

は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、福島印刷株式会社の平成22年５月20日現在の財政状態、

同日をもって終了する第３四半期会計期間及び第３四半期累計期間の経営成績並びに第３四半期累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められ

なかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成23年６月30日

福島印刷株式会社

取締役会  御中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    西    川    正    房    印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    池    田    裕    之    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている福島

印刷株式会社の平成22年８月21日から平成23年８月20日までの第59期事業年度の第３四半期会計期間(平成

23年２月21日から平成23年５月20日まで)及び第３四半期累計期間(平成22年８月21日から平成23年５月20日

まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー

計算書について四半期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任

は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、福島印刷株式会社の平成23年５月20日現在の財政状態、

同日をもって終了する第３四半期会計期間及び第３四半期累計期間の経営成績並びに第３四半期累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められ

なかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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